
































第1回研究会　6 月 22 日（土）　場所：国立歴史民俗博物館
　研究代表者による趣旨説明と質疑応答，「高度経済成長と地域社会の変化」に関連した共同研
究員各位がこれまで行なってきた調査・研究の紹介など。
































































新谷尚紀「生活変化とその年代比較─昭和 30，40 年代と平成 10，20 年代と─」
4国立歴史民俗博物館研究報告
第 207集　2018年 2月
第3回研究会　日時：平成 27 年 12 月 18 日（金） 　場所：本館， 19 日（土）場所：國學院大學





























と経済史学との対話から─』吉川弘文館，2010 年）。それから 9 年となる。その間，日本民俗学会





































『食習採集手帖』や『日本民俗地図Ⅸ（食生活）』の追跡調査　　『食習採集手帖』（昭和 16 ～ 17 年調












る。その一方，ダム建設予定地の集落は移転することとなり，この移転体験者も 70 歳代，80 歳代
の高齢になっている。この移転体験者への聞き取り調査を行ない，現地を見学して生活変化の動態
についての調査を試みた。
　具体的には，昭和 30 年代前半に集落移転をした事例を 2 つ（広島県樽床ダム，岩手県湯田ダム）
と，その参考枠として昭和の終わりに集落移転をした事例を 1 つ（広島県温井ダム）を主な調査対
象とした。そのうち，この 3 年間では，広島県太田川上流の樽床ダム（1957 年完成），同温井ダム





















































































































　阿 南 　 透　　江戸川大学社会学部・教授
　石 垣 　 悟　　文化庁文化財部伝統文化課民俗文化財部門・文化財調査官
　小 椋 純 一　　京都精華大学人文学部・教授
　新 谷 尚 紀　　國學院大學大学院・教授
　鈴 木 通 大　　実践女子大学・非常勤講師
　武 井 基 晃　　筑波大学人文社会系・准教授
　竹内由紀子　　愛国学園短期大学・講師
　宮 内 貴 久　　お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科・教授
　小 池 淳 一　　本館研究部・教授
○原 山 浩 介　　本館研究部・准教授
◎関沢まゆみ　　本館研究部・教授
　高橋奈津子　　本館 RA（2013 ～ 14 年度　國學院大學大学院）
　上 形 智 香　　本館 RA（2015 年度　筑波大学大学院）
